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第で０９回文化財めぐり第で０９回文化財めぐり
坐 』

１１

卯

５
月
訓
日
に
第
１
０
９
回
文
化
財
め
ぐ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
津
山
市
大
篠
地
区
を
歩
き
ま
し
た
。

地
元
の
大
佐
々
神
社
や
善
応
寺
、
ま
た
道
す
が
ら
の

大
日
如
来
や
五
輪
塔
な
ど
の
石
造
物
を
散
策
し
な
が

ら
め
ぐ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
よ
く
晴
れ
て
い
て
、
季
節
外
れ
に
暑
い
一

日
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
夏
の
一
日
楽
し
く
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

雲拳雲鍵蕊

鱈

》
》
や

q学唖
hも

ノ

且

■ ~､
中学生 職場体験の

＝

」

ノ

２

中
学
生
の
職
場
体
験
と
し
て
、
６
月
７
日
か
ら
９
日

ま
で
の
３
日
間
、
津
山
東
中
２
年
生
２
人
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
和
綴
本
の
修
復
、
裏
張
り
は
が
し
、
資
料

発
送
準
備
等
々
事
務
作
業
か
ら
博
物
館
資
料
に
直
接

ふ
れ
る
作
業
ま
で
、
様
々
な
業
務
を
体
験
し
て
も
ら

ー・ー－占宮室■■

ヒ ル｡ー

毒
１
－
雪

６

グ
・
》

蕊
増
い
ま
し
た
ｃ
体
験

Ｌ
と
同
時
に
、
歴
史

嗣
件
脚
雫
蝿
岬
紬

I｜

Ｉ
｜
諦
聖
》
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大学生来館

~、〆－

大学

Ｕの出前講出前講座玉作玉作勾 Lｊの
』ＬＬ

」

妻琴雲一
６
月
妬
日
に
向
陽
小
学
校
で
勾
玉
作
り
の
出
前
講
座

を
行
い
ま
し
た
。
勾
玉
作
り
は
、
低
学
年
の
児
童
で

も
一
人
で
出
来
る
た
め
、
当
館
の
夏
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
大
人
気
の
講
座
で
す
。
数
年
前
か
ら
、
向
陽
小

学
校
の
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
、
勾
玉
作
り
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
児
童
妃
名
と
保
護
者
の
方
々
と
と

も
に
勾
玉
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
滑
石

（
か
つ
せ
き
）
と
い
う
加
工
し
や
す
い
石
を
使
い
、
サ
ン

ド
ペ
ー
パ
ー
で
削
り
ま
す
。
思
い
通
り
の
形
に
な
っ
た
ら
、

耐
水
ぺ
ｌ
パ
ー
に
水
を
つ
け
て
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
ま
で

磨
い
て
完
成
で
す
。
定
型
勾
玉
や
し
ず
く
型
、
手
裏

剣
型
、
ハ
ー
ト
型
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
の
勾
玉
が
で
き
、

紐
を
通
し
て
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
し
ま
し
た
。

博
物
館
で
は
勾
玉
作
り
の
他
に
も
、
弥
生
土
器
作
り

や
ト
ン
ボ
玉
作
り
、
あ
る
い
は
博
物
館
資
料
を
利
用

し
た
体
験
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
学
校

Ｌ

岡山

浦ｋ６

『

と
連
携
を
図
り
、
子
供

た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
体

ノ

１

Ｆ、

－ノ

６
月
把
日
に
岡
山
大
学
日
本
史
研
究
室
の
２
回
生
の

研
修
会
が
津
山
で
行
わ
れ
、
｜
日
目
の
会
場
と
し
て
当

館
に
率
名
の
学
生
の
み
な
さ
ん
と
先
生
方
が
ご
来
館
さ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
当
館
館
長
の
話
の
後
、
館
内
を
見

学
し
、
そ
の
後
、
研
修
室
で
学
生
の
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
津
山
市
内

の
史
跡
を
見
学
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
学
生
の
み
な

さ
ん
に
、
津
山
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

生来館岡山

識
Ｆ～

亨塞

一
Ⅱ

肉
‐
Ｄ
感

Ｌ

鍵

五

蝋
す
。

豊
野
〆

篭
一一我

Ｉ
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大
年
寄
廃
止
の
書
状

一一．‐一一五－一－

梶
村
明
慶

｜
｜’

れ
ぞ
れ
戸
長
、
副
戸
長
を
置

き
戸
籍
を
編
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
年
に
作
ら

れ
た
旧
城
下
町
の
戸
籍
を
見

る
と
、
市
長
を
務
め
て
い
る

玉
置
氏
と
菊
井
氏
の
両
名
が

戸
長
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

玉
憧
家
に
残
さ
れ
て
い
た
明

治
４
年
の
「
御
布
令
控
帳
」

に
は
６
月
以
降
も
「
玉
侭
市

長
」
「
菊
井
市
長
」
の
文
字
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両

名
は
旧
城
下
町
の
市
長
と
戸

長
を
兼
務
し
て
い
た
も
の
と

推
測
で
き
ま
す
。

こ
の
後
、
廃
藩
置
県
を
経

て
、
美
作
国
内
の
県
は
合
併

さ
れ
、
同
年
ｎ
月
に
北
条
蝶

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
翌
５

年
３
月
、
県
内
の
区
域
が
釣

区
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
際
、

旧
城
下
町
は
第
一
区
内
と
第

二
区
内
に
分
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市

長
を
務
め
て
い
た
２
名
は
、

こ
の
第
一
区
と
第
二
区
の
戸

長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
す
。

市
長
と
い
う
役
職
は
こ
の
時

終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

詳
細
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

今
般
改
革
二
付
左
之
通

一
大
年
寄
役
家
格
共
二

廃
止
更
二
市
長
両
人

申
付
候
事

一
諸
吟
味
役
周
旋
役

大
保
頭
廃
止
候
事

一
無
役
之
者
格
席
階
級

ヲ
廃
止
一
様
之
商
人
・

可
相
心
得
事

右
之
条
々
市
中

無
漏
布
令
知
ら
す

へ
き
も
の
也

辛
末
（
明
治
四
）

三
月
廿
七
日
藩
庁月

番市
長
へ

●

吟
躯
泌
篭
陥
間
＃
ｌ
念

４

津
山
市
は
昭
和
４
年
（
１

９
２
９
）
に
合
併
に
よ
り
津

山
町
か
ら
津
山
市
と
な
り
、

初
代
市
長
に
は
小
沼
敬
三
郎

が
就
任
し
ま
す
。
実
は
そ
れ

以
前
に
「
市
長
」
と
呼
ば
れ

た
人
物
が
存
在
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
示
す
一
つ
が
こ
の

資
料
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

江
戸
時
代
大
年
寄
を
勤
め
た

家
で
あ
る
玉
置
家
に
伝
わ
っ

た
文
蕃
で
、
明
治
４
年
（
１

８
７
１
）
３
月
に
当
時
の
津

山
藩
庁
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
改

革
に
よ
り
今
ま
で
の
大
年
寄

と
い
う
役
職
を
廃
止
し
、
新

た
に
市
長
に
任
命
す
る
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
年
寄
と
は
町
奉
行
の
下
、

城
下
町
の
町
政
全
般
を
担
当

す
る
役
職
で
、
藩
か
ら
の
御

触
れ
の
伝
達
、
町
奉
行
か
ら

の
指
示
の
執
行
、
報
告
、
町

人
間
の
紛
争
の
調
停
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
基
本
的
に

世
襲
で
城
下
の
有
力
町
人
３

家
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
は
同
年
４

月
に
出
さ
れ
た
戸
籍
法
に
よ

り
、
津
山
藩
は
６
月
に
は
藩

内
を
別
の
区
域
に
分
け
、
そ

〔
書
状
の
翻
刻
》
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室
謹
識
奇
璽
塞
永
必
曹
蕊
俸
延
駐
豊
胃
浮
雷
葱
二
塁
娼

舗
換
孝
混
乱
酔
蓉
聾
錐
竜
曾
婁
嘗
着
露
諾
噌
斗
や
薯
４

あ
る
儒
者
の
一
生
か
ら
見
た
津
山
藩
の
人
材
登
用

文
化
年
間
（
１
８
０
４
～
１
８
１
８
）
、

津
山
藩
松
平
家
中
で
は
領
内
の
名
所
旧
跡

を
整
備
す
る
動
向
が
見
て
取
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
文
化
９
年
（
１
８
１
２
）
の
院

庄
旧
跡
の
景
観
整
備
と
、
同
通
年
の
佐
良

山
碑
の
建
立
で
す
。
前
者
は
、
貞
享
５
年

（
１
６
８
８
）
に
当
時
の
津
山
藩
森
家
の

家
老
長
尾
勝
明
が
建
て
た
石
碑
周
辺
の
樹

木
が
枯
れ
た
た
め
、
新
た
に
松
や
桜
を

数
本
植
え
直
し
、
さ
ら
に
は
院
庄
の
故

或
を
世
に
広
め
る
た
め
、
児
島
高
徳
像

を
描
い
た
刷
り
物
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。

後
者
は
、
古
代
か
ら
の
歌
枕
と
し
て
知
ら

れ
る
久
米
の
佐
良
山
の
場
所
を
明
示
す
る

た
め
に
、
嵯
峨
山
の
山
頂
に
石
碑
を
建
て

た
も
の
で
す
（
そ
れ
ぞ
れ
本
ペ
ー
ジ
・
次

ペ
ー
ジ
の
写
真
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
刷
り

物
や
石
碑
の
撰
文
を
担
当
し
た
の
は
、
小

品
清
介
と
い
う
人
物
で
す
。
本
稿
で
は
彼

の
一
生
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上

が
る
疑
問
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

は
じ
め
に

坪
亀
婦
批
〆
誼
辞
む
巳

云
星
惑
誰
典
承
認
篭
・
避
呈
塊
。
．
天
星
増
鹿
番
９
燈
篭
爵
重
き
島
愛
護
異
．
．
荒
｝
拙
孤
霞
、
急

唇
唱
則
脇
星
豊
』
鳥
眠
叫
害
鳥
Ｌ
揚
唯
司
浦
心
農
鯉
弛
貯
．
龍
烏
茎
了
産
絢
響
電
・
哩
考
・
着
・
夢
・
乎
塞

坐
曹
汚
歩
誹
鉢
Ⅱ
蕃
渥
編
響
念
真
謬
参
史
亨
織
誇
毒
躍
帯
鰹
修
停
霜
乾
廷
恥
ず
】
曳
喜
亨
寺
露
延
踊
苛
溌
量
融

一
錘
虻
皇
騒
隻
堂
患
刺
式
嘉
挿
墓
塗
篭
浪
淫
嬉
凝
毎
義
会
亨
茨
転
昂
珂
勇
盛
壱
．
碁
且
諺
暑
拳
値
慕
呈

。
え
や
零
牙
と
噂
ご
誕
塑
荷
富
勇
健
巻
＃
脚
胤
号
毎
圭
．
印

考
媒
一
零
鐸
誰
・
、
患
叫
鎚

雲
暑
停
蕊
胃
重
哩
さ
熟
豊
管
毒
唯
鯉
画
・
香
屋
堂
２
芝
錫
堰
鴛
坪
数
鴬
勘
号

一
一
久
塁
寸
身
』

聡
塾
皇
動
弄
壌
簿
学
急
１
塁
慰
典
看
蝶

吟
廼
二
種
起
動 護

・
、
＆
畠
擬
一
名
著
惑
捧
泳
凋
室
墜

．
叩
弟
牽
砿
墨
蕊
零
羽
か
武
縄
鰹

矢
皇
室
勺
餓

許
，
局
１
塁
蹴
些
雷
曙
毘
巽
瞳
唖

奉
蛍
》
脇
牢
拐
一
》
異
馬
・
』

躯
曾
遥
些
零
緬
天
永

れ
、
家
は
別
人
が
相
続
す
る
こ
と
と
し
て

清
介
は
「
離
散
勝
手
次
第
」
を
申
し
渡

さ
れ
、
津
山
を
立
ち
去
り
ま
乳
縦
杵
ろ

一
時
は
岡
山
藩
の
儒
者
・
万
波
醒
慮
の

元
に
身
を
寄
せ
、
「
寓
居
雑
記
」
と
い
う

随
筆
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
病
に

か
か
っ
て
か
ら
津
山
へ
の
帰
郷
を
許
さ
れ
、

文
政
過
年
（
Ⅱ
天
保
元
年
［
１
８
３
０
］
）

如
月
に
必
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た

附
瀞
紙
型
伽
端
雌
鮎
恥
滅
拙
燃
桂
伽
馳
柵
蝦
雌

厚
、
号
は
天
楽
で
、
幼
少
期
の
通
称
は
定

吉
・
鉄
之
助
、
町
奉
行
在
任
中
に
此
母

と
改
名
し
ま
す
が
、
亡
く
な
る
前
に
清

介
に
戻
し
て
い
る
こ
と
、
「
此
母
」
は
歴

代
の
名
乗
り
で
彼
以
外
に
も
名
乗
っ
た
者

が
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
清
介
の
通

称
で
統
一
し
ま
す
）
・

彼
に
ま
つ
わ
る
資
料
は
、
冒
頭
で
紹
介

し
た
も
の
以
外
に
は
、
あ
ま
り
多
く
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
作
の
漢
詩
を

し
た
た
め
た
も
の
や
、
津
山
を
立
ち
去

る
際
に
文
人
仲
間
か
ら
送
ら
れ
た
漢
詩
．

彼
は
、
松
平
家
中
で
古
参
の
家
柄
に
当

た
る
小
島
家
で
天
明
７
年
（
１
７
８
７
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
大
目
付
・
小

姓
頭
・
中
奥
頭
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し

た
新
五
右
術
門
（
３
代
目
）
で
す
。
新
五

右
衛
門
に
は
長
ら
く
実
子
が
な
く
、
縁

戚
の
村
山
家
か
ら
養
子
を
迎
え
て
い
た
の

で
す
が
、
事
情
が
あ
っ
て
実
家
に
返
さ
ね

ば
な
ら
な
く
な
り
、
ま
だ
幼
い
清
介
を

跡
継
ぎ
と
し
ま
し
た
。

彼
は
幼
少
期
か
ら
文
武
に
励
み
、
学
問

や
柔
術
・
剣
術
・
槍
術
へ
の
出
精
を
た
び

た
び
褒
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
６
年
（
１

８
０
９
）
、
羽
歳
で
江
戸
に
出
向
き
、
昌

平
坂
学
問
所
で
９
か
月
間
寄
宿
修
行
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
約
１
年
間
、
江
戸
で
再

び
学
問
修
行
し
、
帰
国
し
た
直
後
に
犯

歳
で
町
奉
行
に
就
任
し
ま
す
。
４
年
半

務
め
た
後
に
解
任
さ
れ
、
文
政
５
年
（
１

８
２
２
）
に
は
「
宜
し
か
ら
ざ
る
風
聞
」

が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
塾
居
を
命
じ
ら

小
島
清
介
の
略
歴

厩
丞
皇
啓
蚕
羅
倒
撰
警
手
票
婁
曇

剛
愚
咽
義
弘
蝉
傭
塁
鮒
３
典
雅

崎
》
緋
場
診
允
急

儒
者
・
清
介
が
町
奉
行
に

児島高徳像の刷り物
上段の漢文の撰文：小島消介

中段の十字詩の書：太田烏山
下段の画像：広瀬台山

商徳像は東一宮村の観音寺（後に廃
絶）に伝来の木像を模写したもので、

木像は作楽神社創建の際に移し祁ら
れました。

和
歌
を
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
な
ど
が
、

当
館
に
最
近
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
（
次
ペ
ー

ジ
の
写
真
参
照
）
。
ま
た
、
津
山
藩
医
で

蘭
学
者
の
箕
作
院
甫
が
幼
少
期
に
漢
籍

を
学
ん
だ
師
の
一
人
が
、
清
介
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
呉
秀
三
著
『
箕

作
院
甫
』
参
照
）
。

小
島
徹

従
来
、
小
鳥
清
介
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
肩
審
は
儒
者
と
さ
れ
る
の
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
先
に
触
れ
た
現
存
の
資
料
も
、

彼
が
優
れ
た
漢
学
者
・
儒
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
略
歴

の
中
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
鋤
歳
に
満

た
な
い
若
年
で
町
奉
行
に
就
任
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
以
前
に
蒲
内

で
何
ら
か
の
実
務
経
験
を
職
ん
だ
様
子
も

見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
松
平
家
中
の

歴
代
町
奉
行
を
押
し
な
べ
て
見
れ
ば
、
長

年
の
勤
務
を
経
て
老
練
の
域
に
達
し
た
者

が
町
奉
行
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

５



、
〆
啓
含
》
・
幸
久
ゑ
し
夕
．
』
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固
●

雀

て
、
清
介
の
前
歴
は
異
色
で
す
。
彼
の
学

問
の
素
養
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
抜
擢
だ

と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
異
例
の
人
事
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

清
介
の
町
奉
行
在
任
期
間
は
、
文
化
ｎ

年
（
１
８
１
４
）
５
月
型
日
か
ら
文
政
元

年
（
１
８
１
８
）
皿
月
３
日
ま
で
で
、
こ

の
間
の
町
奉
行
日
記
は
、
欠
け
る
こ
と
な

く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
精
読
す
れ
ば

異
例
人
事
の
謎
を
解
く
手
掛
か
り
が
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ

え
ず
こ
の
期
間
中
で
津
山
城
下
の
町
政
上

の
大
き
な
出
来
事
を
拾
い
上
げ
る
と
、
文

化
過
年
の
催
促
役
の
新
設
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
町
の
大
年
寄
を
勤
め
た
玉
置
家
の

「
町
方
以
後
留
」
に
よ
る
と
、
当
時
流
行

し
て
い
た
博
変
に
手
を
染
め
、
家
業
を
疎

か
に
す
る
者
が
増
え
て
い
た
こ
と
へ
の
対

策
と
し
て
、
城
下
の
各
町
に
「
町
内
家
業

催
促
役
」
を
１
名
ず
つ
、
そ
の
上
に
惣
町

の
催
促
役
を
２
名
任
命
し
、
老
人
・
病
人

以
外
で
家
業
に
精
を
出
さ
ず
浮
か
れ
て
暮

ら
す
者
を
説
得
し
、
商
い
に
取
り
掛
か
る

よ
う
仕
向
け
る
も
の
で
、
さ
ら
に
は
博
変

に
う
り
や
，

の
温
床
に
な
唾
、
ノ
や
す
か
っ
た
煮
売
屋
（
飯

と
煮
物
を
売
っ
た
り
食
べ
さ
せ
た
り
す
る

店
）
に
株
を
導
入
し
、
従
来
か
ら
の
営
業

者
“
名
に
株
を
与
え
、
新
規
の
営
業
を

禁
止
し
ま
し
た
。

こ
の
時
の
町
奉
行
日
記
臆
蒋
《
化
咽
年
４

レ
朋
組
伯
）
に
は
両
方
諸
締
新
法
変
革

取
計
」
と
い
う
極
め
て
簡
潔
な
記
述
と
、

前
月
中
旬
に
伺
を
立
て
た
上
で
実
施
し
た

こ
と
や
詳
細
は
別
の
書
類
が
あ
る
た
め
省

略
す
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
る
の
み
で
、
実

施
に
至
る
経
緯
ば
か
り
か
、
新
設
し
た

「
催
促
役
」
の
名
称
さ
え
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
、
３
月
９
日
の
日
記
に
は
「
市

中
締
り
考
書
、
御
用
番
へ
差
出
伺
置
候
」

と
あ
り
、
こ
れ
も
詳
細
は
別
帳
に
記
し

た
と
い
う
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か

ら
、
町
方
の
取
締
り
に
関
わ
る
改
革
を
町

奉
行
の
清
介
が
上
司
に
提
案
し
、
許
可

さ
れ
た
の
で
実
行
し
た
と
読
み
取
れ
、
こ

の
改
革
に
清
介
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

藩
の
上
層
部
が
清
介
に
期
待
し
て
い
た

の
は
、
こ
の
よ
う
な
庶
民
へ
の
風
紀
の
指

佐良山碑津山市指定文化財
撰文：小島清介

書：太田烏山

この碑を建てたのは「東作誌」の編者である正木輝

雄です。彼は嵯峨山こそが「久米の佐良山」だと考

えたのですが、どの山に当たるのか、未だに確定し
ていません｡

文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
皿
月
に
清
介

が
町
奉
行
羅
需
緋
班
さ
れ
た
時
、
合
わ
せ

て
３
日
間
「
差
控
」
（
Ⅱ
自
宅
謹
慎
）
の

処
分
も
受
け
ま
し
た
。
解
任
前
の
町
奉

行
日
記
を
見
る
と
、
９
月
は
登
城
す
る
よ

う
決
め
ら
れ
て
い
る
御
用
日
を
全
て
、
病

気
を
理
由
に
欠
席
し
て
お
り
、
如
月
３
日

の
解
任
の
申
渡
し
も
郡
代
の
大
村
を
名
代

に
立
て
て
欠
席
し
て
い
ま
す
。

解
任
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
を
明
記
し
た
も
の
は
、
先
述

の
誤
嬬
三
著
『
箕
作
伽
齢
抵
の
み
で
、
「
性

質
耽
介
で
あ
っ
た
の
で
識
を
受
け
」
た
と

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
高
潔
な
志
を
持
っ

て
い
る
た
め
に
世
俗
と
は
合
わ
な
い
性
格

だ
っ
た
の
で
、
誹
誇
中
傷
を
受
け
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
記
述
が
的

確
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
実
務
経
験
の
な
い

若
い
学
者
を
起
用
し
た
の
で
す
か
ら
、
あ

ま
り
に
も
当
然
の
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。一

方
、
同
時
に
郡
代
と
な
っ
た
大
村
は

当
時
妃
歳
で
、
藩
内
の
各
部
署
で
経
験
を

異
例
の
抜
擢
の
背
景

導
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
の
維
持
・
強
化
を

推
進
す
る
役
割
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
実
は
、
清
介
が
町
奉
行
に
任
命
さ

れ
た
同
じ
日
に
、
村
方
支
配
の
担
当
者
で

あ
る
郡
代
に
も
異
動
が
あ
り
、
新
た
に

郡
代
と
な
っ
た
の
は
大
村
成
夫
で
、
彼
も

ま
た
儒
者
で
し
た
。
町
奉
行
・
郡
代
と
い

う
庶
民
の
支
配
に
携
わ
る
役
職
に
儒
者
を

任
命
し
、
そ
の
学
識
を
直
接
活
用
す
る
こ

と
で
、
目
に
見
え
る
成
果
を
挙
げ
よ
う

と
い
う
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

苛
誘
一
列
。
隣

ま
オ
霊

》
《
、
．
即
濫

一
イ
ー
・
邪
急
Ｊ
値

『
打
．
／
・
孝
二
＃
弟
へ

み
ば
う
患

ご
衝
Ｆ
・
一
与
実
１
ニ
ム
ノ
戻
舞
／
・
津
。
垂
鍋
究
．

．
毒
累
・
誉
“
〆
趣
』

藍
』

去
喫
埠
蔀
・
剣
・
軍
＄
領
、
‐
ｆ

や
９
１
Ｕ

蝿
・
ぐ
ふ
一
塁
か
瞳
．
“
が
、
．
・

勺
・
唖
１
．
撮
苑
息
》
睦
必
・
坪

己
Ｊ
Ｊ
ニ
ゴ
．
牝
＆
〆
』

●
い

吟
か
“
一
○

金
ふ
く
奔
浜
稲
参
一
句
う
み
ふ
．
参

一
荘
樟
ご
グ
か
・
宮
・
』
含
パ
ー
ヂ
唯
な
い

マ
ジ
里
〃
鋤
や

脇
Ｊ
蛎
騎
．
屯
”
鋤
‐
堂

Ｆ
０
毎
一
ず
且
叫
司
凹
守
も
。
Ｆ
場
、
ｐ
毎
Ｐ
Ｃ
１
”
。

』
…
詮
Ｔ
凡
さ
琵
鏑
．
啄
〆
縄
４
０

・
永
逼
毎

え
蕊
迄
婆
一
家
硫
詩
》
ぐ
ｆ

鍵
起
誕
冬
亀
良
ぜ
る
刈
雇
為
一
一
痔

記
叉
裁
哉
一
挺
為
警
一
下
一
三
乳

必
圭
匂
島
嘉
農
冷
署
淡
景
．

令
屯
羅
慨
島
畷
蓄
当
蕊
逢
毎

含
懲
季
韓
塞
妾
年
者
官
式
掩
労

奉
鴬
娘
調
穣
グ
塔
謁
稽
異
切

裁
貴
人
劫
封
異
士
均
ふ
墓
与
．
擬

》
鯵
命
玲
派
僻
畠
打
鍵
乱
・
溶
く

詩
会
子
天
》
華
起
主
衛
迄
雫
息

藷
壱
琴
喜
李
粂
貴
切
・
方
意
あ
綿
羅

ぽ
ゑ
欠
彦
山
，
ｒ
１
７
秒
稀
で
盃
シ
菩

評
ゼ
イ
鵠
域
爾

灘
瀬
篭
撚
（
零

奄
幕
ｒ
久

一
一
癖
〃

燕
生
９
基
…
鋒
吃
今
鋒
武

圭
々
ｊ
埠
考
Ｉ
企
》
・
ノ
ヘ
菰
マ

フ
診
ん
‐
ｌ

蒜
７
《
ｆ
ろ
っ
：
箕
ｉ
蓬
一
‐

「
二

Ｆ

Ｌ現

夢
マ
ヨ
》
ｒ
Ｊ
ｘ
４
／
＃
金
謹
爽

葱
溌
皇
？
義

一
》
酔
準
》
悲
蓉
睡
恥
・
那
轄
痔
燕
需

堰
マ
ツ
〃
ら
へ

原
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介
の
一
生
を
、
特
に
町
奉
行
就
任
時
に
注

目
し
つ
つ
振
り
返
り
ま
し
た
。
彼
が
町
奉

行
を
務
め
た
時
期
は
、
藩
主
斉
孝
の
治

世
の
前
期
か
ら
中
盤
に
差
し
掛
か
る
と
こ

ろ
で
、
皿
万
石
復
帰
の
直
前
に
も
当
た
り

ま
す
。
こ
の
時
期
の
藩
の
施
策
を
分
析
・

検
討
す
る
う
え
で
、
当
時
の
藩
内
主
要
ポ

ス
ト
の
動
静
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
有

効
か
つ
重
要
と
考
え
、
そ
の
手
始
め
と
し

て
彼
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
次
第
で

す
。

積
み
重
ね
て
か
ら
の
就
任
で
し
た
。
そ
の

後
の
松
平
家
の
皿
万
石
復
帰
も
郡
代
と
し

て
迎
え
、
加
増
地
受
け
取
り
の
実
務
を
大

過
な
く
果
た
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

儒
者
と
し
て
の
素
養
と
い
う
面
で
は
、
両

者
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
藩
と
い
う
官
僚
的
組

織
の
中
で
の
実
務
経
験
、
さ
ら
に
言
え
ば

年
の
功
の
有
無
が
、
そ
の
後
の
人
生
を
大

き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
ま

す
。
清
介
の
町
奉
行
解
任
前
の
病
気
は
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
鯵
病
的
な
症
状
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

で
は
、
浦
介
の
よ
う
な
「
実
務
経
験
の

な
い
若
い
学
者
」
を
町
奉
行
へ
と
強
く
推

し
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
こ

の
問
い
に
つ
い
て
は
、
先
の
解
任
理
由
以

上
に
手
掛
か
り
が
乏
し
い
の
で
す
が
、
藩

主
の
松
平
斉
孝
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま

す
。

彼
は
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
生
ま
れ

で
清
介
の
一
つ
年
下
、
家
督
を
相
続
し
て

ま
だ
９
年
と
い
う
訂
歳
の
若
い
藩
主
で
し

統
計
名
君
と
評
判
の
侭
沙
洗
々
代
（
父
の

康
哉
）
・
先
代
（
兄
の
康
又
）
に
負
け
ま

い
と
意
気
込
み
、
理
想
に
燃
え
て
政
務
に

当
た
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
と
す
れ
ば
、
功
を
急
ぐ

あ
ま
り
異
例
の
抜
擢
を
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。
清
介
は
町
奉
行
就
任

前
の
１
年
間
、
江
戸
で
学
問
修
行
し
て
い

ま
す
が
、
行
き
も
帰
り
も
藩
主
斉
孝
の

参
勤
交
代
の
供
を
し
て
い
て
、
帰
国
か
ら

廻
日
後
の
町
奉
行
任
命
で
し
た
。
幼
少
期

か
ら
学
問
に
秀
で
て
い
た
彼
の
こ
－
と
は
、

斉
孝
も
当
然
知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、

こ
の
１
年
間
の
江
戸
参
勤
に
同
行
し
た
同

世
代
の
清
介
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
と

も
思
わ
れ
ま
す
。

重
臣
た
ち
か
ら
見
れ
ば
気
長
に
成
長

を
待
つ
べ
き
「
将
来
の
ホ
ー
プ
」
に
、
若

き
藩
主
は
「
今
す
ぐ
成
果
を
挙
げ
ら
れ

る
人
材
」
だ
と
過
度
の
期
待
を
か
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

近
世
後
期
の
津
山
藩
の
儒
者
・
小
島
清

ン､－－－－－．－－－_－

小島清介の墓碑妙法寺境内
碑銘の撰文：万波醒職

．,１１:：菊池文理

醒嘘は「明秀好学」「才学可称」と記し、若き学
才の喪失を惜しんでいます。奇しくも碑銘の撰・書
はともに、清介の弟子・箕作院甫の縁者です。

謎室_二

ー一＝一ー～ー＝～＝ハーー

寵

、

Ｍｼ

奇

愚
議
誕

癖
侭
誇
謙
確
蝿
憾
・
殉
僻
隈
》

７

暮雲篇(巻頭部）小島清介への送別の書を巻子に仕立てたもの万波醒慮の書「蕪雲」や箕作院甫の漢詩が収められています。
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『行列を組む武士たち～津山藩松平家の行列図より~』

会期：１０月８日(土)～１１月２０日⑧

臼江戸時代の支配階層である武士たちは、移動

や旅の時に行列を組んで進みました。本展では、

津山藩松平家の各種の行列図のほか、乗物や

熊毛槍など行列に用いた道具類を合せて紹介し、

武士の行列を通して江戸時代の社会のありようを

概観します。

■今回、現存する松平家の行列図を全て展示し

ますが、ふすま仕立ての図は全長１３ｍを超えるも

ので、全てを展示する機会はなかなかありません。

この機会にぜひ、その迫力をご体感ください。

【おもな展示資料】

③松平家の行列図

１０万石加増後初入国の行列図2種（ふすま仕立ての図／全7面、絵巻図／全3巻）

将軍代替わり時の江戸城登城の図2種（額装図／全6種、絵巻図／全1巻）

平常時の江戸城登城の図（絵巻図／全1巻）

江戸にて火消し出動時の行列図（絵巻図／全3巻）

、行列に用いた道具類
まとい

熊 毛 槍 火 消用纏（葵紋付）藩主が用いた乗物

◇関連事業

～第１１０回文化財めぐり「出雲街道を歩く」

日程：１０月29日(土）

コース：津山城京橋門跡～大崎駅の出雲街道（約7km）

※注意…前号の行事予定で「１０月22日」とご案内しましたオ

上記日程に変更します。

鎧
博物館だよりrつはく」
Ｎｏ．８９平成２８年７月１日 繍 摺

入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

［休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月29日～１月３日)･その他

[入館料］一般…200円(30人以上の団体の場合160円）

、

ノ

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt､nejp

[ 印刷］有限会社弘 文 社

高校･大学生…150円(30人以上の団体の場合120円）

鎧は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。
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された方・

斗が無料です。市内

中学生以下・障害者手帳を提示さ
'在住の65才以上の方は、入館料
中学生以下・障害者手帳を提示された方・

市内在住の65才以上の方は、入館料が無料です。
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